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1■■■■■■l1lllll111■■■■I1州11Th－Zr合金について11I1■Illll・1■一1IIIl．1・

　第5部特殊冶金研究室においては，現在まで融

解塩電解法により核燃料親物質として重要な金属

トリウムの製造実験を重ねているが（材技研ニュ

ースNo・3，No・5），今同はトリウム金属燃料体合

金元素として，核特性，耐食性の両面から有望視

されているジルコニウムをとりあげ，アーク溶解

により，つくつたその合金の諸特1生を検討した。

　写真1は26．7％Th－Zr合金の徐冷組織であり，

共析組織中に初析ジルコニウムの針状組織が加わ

っている。写真2は50，1％Th－Zr一合金の徐冷組織

で共析組織中にαトリウムが加わっている。さら

にこの50．1％Th－Zr合金を9000Cより焼入れた組

織が写真3でβ固溶体になっている。暗黒部はト

リウム濃度の高い部分と思われる。

組　成1熱処理1硬度
アーク溶解 328

26．7％Th－Zr
550．Cで焼鈍 385

750℃で焼鈍 346

900．Cで焼鈍後急冷 276

■ ■

アーク溶解 292

50．1％Th－Zr 750．Cで焼鈍 210

90ぴCで焼鈍後焼入 ユ90

写真2　　50I1％Th－Zr合金

　　　　Th－Zr合金の硬度（ピッカース）

　次に26・7％Th－Zr合金および50．1％Th－Zr合金

を熱処理して硬度を調べた結果が表1に示してあ

る。26，7％Th－Zr合金では焼鈍により最初硬度が

上昇した後，漸次軟化する。なお，アーク溶解し

たままの合金は急冷状態に近いと考えられる。
50．1％Th－Zr合金は熱鈍により軟化する。

試料・の紅1．成

26．7％Th＿Zr

50．1％Th－Zr

熱処理」結r－lll1型

アーク溶解　　　！HCP

550〔Cで焼鈍

750℃で焼鈍

H　C　P

F　C　C　l

H　C　P

F　C　C

強　」．虻

　1－1・

1・1・1

■■

1－1・

弱

900巳Cで焼鈍

後急冷

アーク溶解

750℃で焼鈍

900．Cで焼鈍

後焼入

H　C　P

H　C　P

F　C　C

H　C　P

F　C　C

B　C　C

1－1・1

微

ヨ■

弱

1キ1

微

　　表2　Th・Zr合金のX線回析結果

　上記破度試験した試料をX線回折した結火を表
2．に示す・このX線回折試験により，26．7％Th－Zr

合金は急冷状態では欄密六方格子が大郁分である

が，焼鈍により面心立方格子が現われることがわ

かった。この合金が焼鈍により硬化後軟化するの

は，αジルコニウム中に’過飽和したαトリゥムが

焼鈍により析出するためと思われる。この合金を

750℃で熱鈍したものと900℃から急冷したもの
にっいて税密六方格子の格子常数を比校すると，

急冷により格子常数はいくらか増加する傾向が見



られるが，これはおそらく患冷によりジルコニウ
ムlll・にトリウムが一過飽和の状態になっているため

と一泓われる。

　次に50．1％Th－Zr禽金では棚密六方格予と面

心立方格予が共存するが，900℃よ1）焼入れると

β固溶体が得られ，体心立方格子のX線回折を生
じる。

　終りにTh－Zr合金の耐食性を試験するためオ
ートクレーブ巾200oCの純水の中に600時1湖保持

したところ，図に示す結果が得られたOこれから
も沙’jらかなように金属トリウム巾にジルコニウム

が人るとその耐食側…は著しく改善されることがわ

かった。
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絞水’†］におけるTh－Zr倫金の繍食

36年度予算の概況
　36年度当所・予算は下記のように，原・乎力関係を含めると，878，172刊二『となり，これを前年度予算に

対比すると，予算規模において！72，879予円（約2割弱）の蛸額となった。童た人員は62名の増員が認

められた。

　つぎに36年度予算内容について，その特色を述べよう。

1機　　　構
　新たに管腿榊鍔係で技術課，研究・郷関係で2榔（1製錬闘係，電磁気材料関係）の蛸設が認められたの

で，研究部は9舳1111となり，それに伴ない研究窒も別表のように編成換えとなった。

2研究設備関係
　水年度も，引続き掩本設術の整㈱1に璽一1叙が’鮫かれている。すなわち，エレクトロソブ四一ブマイク概

アナライザー，60kW電子衝1」蜂真空溶解装衡，ブラズ’マ・ジェット装擬などの設灘が認められた。これ

はゴ没j亙打ξ鎌豊⊥を亥命めたi1菊芋駁高速ま，i1榊装慨（ダイナパック），シエソク互胆疲うラ妻試：柔験1幾（希缶、販！0ton）たどとJ．ξ

に，当所の概究に新たな威力を加えるこ1とになるであろう。

3実験庁舎関係
　’飾年度に引統き，加工冶金閑係（玉983玉皿2），腐食閑係（1工280加2），非鉄製錬闘係（397m2），アイソト

ーブ閥係（376m2），ベリリウム関係（133m2）の喬炎験庁舎の新設が認められた。

4原子力関係

　継続研究としての腐食防食，原子例＝i’1ベリリウムの成型加工，金麟トリウムに関する研究のほかに，

新規研究としてアイソトーブを利ハ」〕する鍛1閉1の1舳帥1皿．トニおよび鋼中の非金属介在物の研究が認められ

た。

人　　　　　　　玉＝遂

人　　　例二　　費
j亨三　徴（鮒究消耗一干｛などを含む）

　　睦淡　　η干　3モ　　徴

受　　　鮒　究　費
カ梅　　設　　　　　備　　望を

贋迂予力＝’芦

　　禽

昭和36隼陵予算額と前年度との対貝賀表

　　　　　　　36年度二湖1綴

　　　　　　　　　　310

　　　　　　　　126，775二F一二］＝ヨ

　　　　　　　　　92．229

　　　　　　　　376．268

　　　　　　　　　2，000

　　　　　　　　玉77．458

　　　　　　　　774，730

　　　　　　　　ユ03．442

　　　　　　　　878，ユ72

　　　　　　　－3　一

35年度予算綴

　　　2雀8

　86，966乎F『

　63．894

3垂O，790

　1．000

161，4C0

654．050

　51．243

705，293



第

第

　　　　　2

所　　　　　長

科学研究官
所　　　　　付

　　　　一庶
理　　　部一一企
戸部幽欠郎　一技

　　　　一鉄　鋼
　　　　一鋳　造

組

務

画

術

研

研

究

究

課

禦

課

蜜

室

　　1　　部一一熱処理研究室
　辮1百胴　禾咲　一特　殊　鋼　研　究　室

　　　　　　・一而古熱合金研究室
　　　　　　カロ　1〕＝　研　究　窒

　　2　　　部＿■金属物理研究窒
　雛剛淘忠美1物理冶金研究蜜
　　　　　　’一粉末冶金研究蜜
　　　　　　一一分析化挙研究窒
　　3　　部＿■■金属化学研究室
　馳柳原　正　表圃化学研究室
　　　　　　一分　　　析　　　窒

　　　　　　一工業化研究室
　　　　　　≡一一材料強度研究室
　　4　部r一非破壊検査研究室
　辮遠藤勝治郎
　　　　　　・r圭任研究曹
　　　　　　一腐　食　研　究　室

　　5　　菩ト…特殊冶金研究室
　工博伊藤　伍郎　…原子炉構造材料研究窒

　　　　　　一アイソトープ利罵研究室

　　　　　　一融接材料研究窒
　　6　　部一一圧接材料研究窒
　鱗鈴木擦義L特殊溶接材料研究望

　　　　　　一非鉄金属研究室
　　7　　　音トー軽　合　金　研　究　室

　コニ博岩村警郎■一希有金属研究室

　　8　　部」」鉄製籔研究窒
（併）蝋橋本字一L非鉄製錬研究窒

　　　　　　一磁性材料研究窒
　　9　　　部＿一葛純度金屋研究室
　理博部　逮一金属馴ヒ合物研究室
　　　　　　一酸化金属研究室
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字　一
．F　雄（菓北大教授）

縢　　　吉（災火教援）

　　剛111奇逆二

　　阿部圭三三
（併）鮒専河日ヨ利美

　］二博牧111利貞
（餅）灘樽河田利美

　丁樽　中川龍一
　」二樽　依111〕連平

（欲）酬専田i渕一悠葵

　］二樽i与田秀彦
（併）理博　囚i渕忠美

（餅）理樽田㈱一忠美

　理鐵須膝恵美予
（併）幾樽穆11原　正

　理樽、絡棚五．朗

　　俣歎宣久
　　　田　中龍男
　　　岩元兼敏
　　　木村勝美
　　　村松　　兇
　　　辻　　栄一
（餅）〕榊伊藤伍郎

（餅）工鱒伊藤伍郎
　］l1燦　津谷洞1努

　　　1沌僑1場一

　醐稲垣適夫
　］二鱒橋本達哉
　］二樽　蓮介　　淳

　工博足立正雄
　　　荒木　　喬
　二r縛　木村務造
　　　郡司好喜
　理博柳鰯哲夫
　二11縛森本一郎
　　　山川和郎
　］二博増本　剛
　　坂［口民雌

　短　信
！◇科学技術週間研究所公闘

「科榊繍の一環として・i…］拉研究所の公■；冒が仔

Lなわれたが・当所においても・4月22日塒…12跨L

一般公1糺・多数の来鱗があった。　　　1

◇海外出張　　　　　　　　　　　≡
鈴木簸孝沸6都長は，世界溶接学会および米11瑚容接1
学会に日11席しその後米国，カナダの溶接の実態を調査『

のため，45日間のニニ芦定をもって，4月8胃1＋溌した、　1

隻亀ケ蓄イ了ノ㌧

印　厩1」

（通巻第28号）

吉　村　　浩
奥村印刷株式会社
東京榔千代刷叉淡榊田

科学技術庁金属材料技術研究所
　　東京都R黒区1キ唱黒2丁目300番地
　　　電話冒黒（7ユ2）3ユ8ユ（代表）
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